
症例報告を極める
福田学園校友会 大学院部会 主催研修会

参加費 ① 福田学園校友会 会員（卒業生・在学生）：無料

② 2023年度～2026年度に大阪保健医療大学・大阪リハビリテーション専門学校からの
実習生を受け入れた（受け入れる予定の）施設のスタッフ：500円

③ 2023年度～2025年度に大阪保健医療大学・大阪リハビリテーション専門学校の
卒業生が就職した施設のスタッフ：500円

日本理学療法士協会 登録理学療法士更新ポイント 申請中

2026年

7/11(Sat)
13:30 ～ 16:00
（13:00受付開始）

会場

大阪保健医療大学
大阪市北区天満1丁目申し込み

Peatix

- From Clinical Practice to Case Reports -

講師

佐藤 圭祐 先生

（株式会社LIM projects）

問い合わせ

koyukai@fukuda.ac.jp 



講演① 13:30 ～ 14:15

『 症例報告の意義・臨床研究への発展 』

After Talkを開催します！

15:30～16:00の30分間で、参加者同士の意見交換会を実施します。
After talkへの参加は任意ですので、参加申し込みの際に意思表明を
行ってください。
後輩指導に悩んでいる方や学会発表をしてみたい方など、是非ご参加い
ただき、意見交換を行いましょう！

講師：佐藤 圭祐 先生

・株式会社LIM projects ウェルネスリサーチセンター長
・日本神経理学療法学会 沖縄地方会リーダー
・医学博士（愛知医科大学）
・医療保健学修士（大阪保健医療大学）

講演② 14:30 ～ 15:15

『 質の高い症例報告を作成するポイント
+ 院内の症例報告会を有意義なものにするために』

参加者へのメッセージ

本研修会では「症例報告を極める」をテーマに、日常の診療や臨床で

行われている症例報告会を、研究につながる実践的な学びへと発展さ

せる視点を共有します。症例報告の意義や臨床研究との接点、シング

ルケースで用いられる手法を整理するとともに、症例報告の考え方や

構成のポイントを解説します。また、指導的立場の方に向けて、症例

報告を育てるための具体的な指導の工夫についてもお話しします。

私自身の経験も交えながら、「研究は特別なものではなく、臨床の延

長にある」ことを実感していただければ幸いです。


